
■防災対策課　☎57-8501

「もしも」に備えを！

防災の
ススメ

水害の種類とその前兆現象

　広い範囲に数時間に渡って降る
大量の雨のことを指します。河川の
氾濫や土砂災害を引き起こし、建
物の浸水や道路の冠水といった洪
水被害が発生する危険があります。

　河川の水が勢いよく溢れ出す現象
です。河川から溢れ出した大量の水
が町の中に勢いよく流れ込み、広範
囲にわたって住宅の浸水や倒壊、人
的・物的被害などが起こります。

　排水路などが雨を処理しきれず
水はけが悪化し、溢れ出した雨水で
道路や建物が浸水する現象です。
市街地などに、短時間で局地的な
大雨が降ることで発生します。

警戒レベル 行動を促す情報 とるべき行動

レベル５ 災害発生情報 命を守る最善の行動

レベル４ 避難勧告
避難指示（緊急）

速やかに立退き避難
直ちに命を守る行動

レベル３ 避難準備
高齢者等避難開始

高齢者等は立退き避難
その他の者は避難準備

レベル２ 気象注意報 避難行動の確認

レベル１ 早期注意情報 災害への心構えを高める

※警戒レベル1～5は、状況によっては順番に発表されない場合があります

水害には
前兆があります！

知って
　ますか？

水害

■

「

これから梅雨に入り、雨が多くなる季節となります。

大雨のときには、自分の判断で適切な避難行動をとることが重要です。

水害が発生するときは多くの場合、何かしらの前兆現象があります。

以下のような前兆現象に気付いたら、いち早く安全な場所に避難する

ようにしましょう。

災害情報の危険度を分かりやすく伝えるために、段階を5つに分けて情報を発
信します。情報の意味を理解しやすくし、災害時にとるべき行動を支援します。

●　強い雨が降り続いている
●　川の水が増えてきている
●　堤防から水が噴き出している
●　堤防に亀裂や変形が発生している

●　マンホールから水が溢れている
●　側溝の水が逆流している
●　大きな水たまりが発生している
●　くぐり抜け道路に水が溜まっている

●　空が真っ黒になり、雷が確認さ
　れる
●　冷たい風が吹き出す
●　大粒の雨やひょうが降りだす

集中豪雨集中豪雨 河川氾濫河川氾濫 内水氾濫内水氾濫

前 兆 現 象 前 兆 現 象 前 兆 現 象

防災情報の発令に「５段階の警戒レベル」が追加されます

お知らせ

　　６月９日（日）に行われる高

知県総合防災訓練に連動し

て、香南市では青少年センター

とヤ・シィーパークでヘリの離

発着を含む訓練を行います。

強風や土埃等による影響が

予想されるため、各ご家庭で

対策のご協力と、ご理解をよろ

しくお願いいたします。

気をつけよう気をつけよう気気気をつけけよようう気気をつけよようう

熱熱中症熱中症
　　熱中症は、高温・多湿の環境下で、体温調節や発汗作

用が上手に働かなくなることによって発生する病気です。

　　病態によっては死に至る恐れがありますが、適切な予

防法を知っていれば防ぐことができます。

　　これからの季節は、熱中症になりやすい気候です。体調

に注意し、上手に予防していきましょう。

消 防 本 部 か ら の お 知 ら せ

　

 　危険物安全週間では、事故を起こさないよう危険物に対する意識を高め

るために、いろいろな事業が実施されます。香南市消防本部でも、ガソリンス

タンド等の危険物を取り扱う事業所への立入検査を強化し、各事業所の安

全な体制づくりを行っています。また危険物安全週間推進ポスターやリーフ

レットを配布していますので消防本部予防課までお問い合わせください。

※身近なものでは、ガソリンなどが危険物に該当します

６月２日（日）～８日（土）は　危険物安全週間

令和元年度危険物安全週間推進ポスター▶

周
り
の
人
が

　

注
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し
て
あ
げ
よ
う
！

！

を予防しよう！を予防しよう！ 熱中症
①体調管理

　「睡眠不足」「過労」「二日酔
い」「風邪などの病気」等で体力
が落ちているときは、暑い外を
歩いたり、運動は控えましょう。

②環境の調整

　「風通しの良い」「吸湿性のある」
服装に。外出時には帽子や日傘を
準備し、時折涼しい木陰やクーラ
ーのある室内で休憩しましょう。

③水分補給と塩分補給

晴天時は照り返しな
どにより地面に近いほど   
気温が高くなります。このため
大人が暑ければ、子どもはさら
に高温な環境にいます。また、
ベビーカーの乳幼児にも
注意が必要です。

高齢者はもともと若
年者より体内の水分が少な
いため、脱水症状に陥りやす
くなっています。こまめに水分を
取りましょう。寝たきりの高齢者
がいる場合は特に注意して
あげてください。

子

ども
高
齢者

　大量に汗をかくと水分と塩分同時
に失われていきます。室内でも外出
時でも、のどの渇きを感じる前に、水
分・塩分をこまめに補給しましょう。

「自分で水が飲めない」「意識がない」場合は救急車を！

～　無事故への　構え一分の　隙も無く　～

25２０１９.６ 24 ２０１９.６


